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平成15年3月 学 報 第458号

国国三』司
（規 則）

O人事 院規則9 55 （特地勤務手当等） の一部を改正す

る人事 院規則（人事 院9-55-64) （ 平成15. 2. 28官報

第3555号）

（告 示）

O指定統計を作成するために集められた調査票の使用に

関する件（ 総務96～99) （ 平成15. 2. 4官報第3538号）

0電気通信主任技術者に係る学校等の認定基準の一部を

改正する件（同 100) （同）

0統計に用いる都道府県等の区域を示す標準コー ドを定

めた件の一部を改正する件（同 101, 102) （同）

O学部， 短期大学の学科及び学部の学科の廃止を認可し

た件（文部科学12) （ 平成15. 2. 18官報第3547号）

0平成 15年度において使用される小学校， 中学校， 高等

学校， 盲学校， 聾学校及び養護学校の教科書の定価を

認可した件（ 同13) （平成 15. 2. 18官報号外第3 1号）

0 専門土の称号の付与に関し文部科学大臣が専門土と称

することができる専修学校 専門課程として個別に認め

た件（同 14) （ 平成15. 2. 19官報号外第32号）

0 専門士の称号の付与に関し文部科学大臣が個別に認め

た専門士と称することができる専修学校 専門課程につ

いてその名称を変更した件（同15～2 1) （同）

O 専門士の称号の付与に関し文部科学大臣が個別に認め

た 専門土と称することができる専修学校 専門課程を廃

止した件（同22) （同）

0 専門士の称号の付与に関し文部科学大臣が個別に認め

た 専門土と称することができる専修学校 専門課程とし

て要件に適合しなくなったと認めた件（同23) （同）
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平成15年3月 学 報 第458号

���� 
富山大学教育学部規則の改正

「ー 富山大学教育学部規則の改正理由一一一 －

i 教育内容の充実を図るため， 所要事項を改める。 ！ 

富山大学教育学部規則の一部を改正する規則を次のとおり制定する。

平成 15年 2月21日

富山大学教育学部規則の一部を改正する規則

富山大学教育学部規則（昭和27年4月 18日制定） の一

部を次のように改正する。

別表VI 専攻科目 1 学校教育教員養成課程（ 3 )  

言語・ 社会系 ②英語教育の表中

英語科教育 ｜ 英語教育各論1 2

英語教育演 習 1 2

2 

2 
」 を

英語科教育 ｜ 英語教育各論 I 2 I I 2 

英語教育演 習 1 4 4 
」に，

計 ' 10 120 1 川 ｜I 34 I i o I jを1 12 120 1 川 ｜I 34 I io I jに

計

富山大学長 弘瀧 漂

別表VI 専攻科目 3 情報教育課程 ②マルチメディ

ア芸術専攻 の表中

芸術理論 芸術史 4 4 

視覚メデ、イア史 2 2 

芸術論（音楽・美術） 8 8 

メディアデータ編集法 2 2 

Oマルチメディア表現論I 2 2 

Oマルチメディア表現論E 2 2 
Jを

芸術理論 芸術史 6 6 

視覚メディア史 2 2 

芸術論（音楽・美術） 6 6 

メディアデータ編集法 2 2 

Oマルチメディア表現論I 2 2 

Oマルチメディア表現論E 2 2 
」に

改める。

改める。 附 則

1 この規則は， 平成 15年4月l日から施行する。

2 平成14年度以前の入学者については， なお従前の例

による。
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平成15年3月 -ず』 報

富山大学教育学部附属学校規則の改正

「一富山大学教育学部附属学校規則の改正理由一

第458号

学校図書館法の改正 及び文部科学省初等中等教育局児童生徒課長通知（平成15年 1月21日付け 14初児生第24号） ! 
｜ に基づき ， 附属小学校及び 附属中学校において， 平成15年 度 から司書教諭を 配置 するため 所要事項を 改める 。 ！ 

富山大学教育学部 附属学校規則 の 一部を 改正 する 規則 を次のとおり制定 する。

平成15年2月21日
富山大学長 瀧 津 弘

富山大学教育学部 附属学校規則 の 一部 を改正 する 規則

富山大学教育学部 附属学校規則 （昭和41年 1月 17日制定 ）の 一部を次の ように改正 する。
第15条中 「第2 6条 の 2 」 の 下 に「 及び学校図書館法 （昭和28年 8月 8日法律第185号）第5 条」を 加える。

附 則
この 規則 は ， 平成15年4月1 日から施行する。

司��
入学試験実施委員会（2月13日）

（審議事項）
(l）平成15年 度富山大学入学者選抜個別学力検査 実施要

項（ 前期日程 ， 後期日程）（案）について

入学試験管理委員会（2月13日）

（審議事項）
(l）平成15年 度富山大学入学者選抜個別学力検査 実施要

項（ 前期日程 ， 後期日程）（案）について

就職委員会（2月19日）

（審議事項）
(l）平成15年 度全学就職支援事業実施 計画 （案）につい

て
(2）学生 の 職業意識 の形成に関わる 授業について
(3）中期目標・ 中 期 計画 について

部局長会議 （2月21日）

（審議事項）
(l) 富山大学教育学部 規則 の 一部改正 について
(2）富山大学教育学部 附属学校規則 の 一部改正 について

評議 会（2月21日）

（審議事項）
(1)学長補佐 の選考 について
(2）学生 の 懲戒 に ついて
(3）平成16年 度入学式 の挙行 日について

学生生活委員会（2月24日）

（審議事項）
(1) 学生 団体の 書類送付 について
(2）平成15年 度大学祭について
(3）授業料等免除及び徴収猶予 に 関 する 内 規 の 一部改正

（案）等について
(4）寮生 との 話合いについて
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平成15年3月 学 報 第458号

~ ミ』
第4回富山大学大学開放推進懇話会を開催

2月 5日 （水 ） ， 事務局大会議室におい て， 第4回富山
大学大学開放推進懇話会が開催されました。

この懇話会は大学開放事業 をより円滑に推進するとと
もに， その実施状況について評価を受けるため ，平成11 
年 度から開催されてい るものです。

今回の懇話会には委員11名のほか， 瀧津学長 及び大石
生涯学習教育研究センター長ら 13名が出席しました。

瀧津学長の挨拶に引き続き， 大石センター長が平成14
年度の本学の事業報告や前回懇話会における提言に対す
るセンターの対応状況の説明を行 った後， 活発な質疑応
答が行われ， 委員からは 「地域に根ざした公開講座をもっ
と増やしたらどうかJ， 「受講生募集P Rの仕方を工夫し
たらどうか」など ， 大学開放の在り方に つい て貴重な意
見・提言が出されました。

なお ， 出席された委員は次の方々です。 （50音順 ）
小川 弘（富山市監査委員 ）
高瀬 信正（富山大学公開講座受講者代表 ）
土井 均（北日本新聞社販売局次長 ）
中田 正幸（富山県教育委員会生涯学習室長 ）
橋爪 慌（富山経済同友会幹事 （株 ） ソシエハ

シヅメ代表取締役社長 ）
橋本 清（富山県民生涯学習カレッジ学長 ）
布施 実（日本放送協会富山放送局長 ）
堀内 道子（富山県婦人会副会長 ）
山口 松蔵（富山県立近代美術館館長 ）
米国 憲三（富山県生涯学習団体協議会会長 ）
和田 悟（北日本放送報道制作局長 ）

平成15年度入学者選抜個別学力検査（一般選抜（前期

日程）及び専門高校・総合学科卒業生選抜）を実施

一昨年より115人少ない2, 748人が受験

平成15年 度入学者選抜個別学力検査（一般選抜（前期
日程） 及び専門高校・総合学科卒業生選抜 ） が， 2月25
日（火 ） に各学部検査場におい て実施されました。

当日は， 交通機関 に大きな混乱はなく， 本学には検査
開始約2時間前から受験者の姿が見え始め， 受付開始の
午前9時には各検査場は受験者でい っぱい となりました。

検査は， 一般選抜（前期日程） 及び専門高校・総合学
科卒業 生選抜の志願者 2, 905人（個別学力検査を課さな
い 経済学部夜間主コースを除く ）のうち 2, 748人が受験

（受験率9 4. 6 % ） しました。 また， 私費外国人留学生特
別 選抜も併せて実施され， 68人が受験しました。

なお， 前期日程， 後期日程及び 私費外国人留学生特別
選抜の志願者は次表のとおりです 。
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ム入 場する受験者（経済学部検査場 ）
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平成15 年度富山大学入学者選抜試験私費外国人留学生選抜志願状況表

平成15年 度 平成14年度
学 部 学 科 課 程

募集人員 志願者数 募集人員 志願者数

人 文 学 科 若干名 3 若干名 7 

国 際 文 化 A寸ヱ4・ 科 若干名 8 若干名 3 
人 文 学 部

言 語 文 化 学 科 若干名 8 若干名 6 

計 若干名 1 9 若干名 1 6 

学 校 教 育 教 員養 成 課 程 若干名 1 若干名 。

生 涯 教 育 諜 程 若干名 。 若干名 2 

教 育 学 部 情 報 教 育 課 程 若干名 1 若干名 2 

計 若干名 2 若干名 4 

経 済 学 科 若干名 8 若干名 7 
昼間主 経 営 学 科 若干名 2 5 若干名 2 1 

経 済 学 部 コース
経 営 法 学 科 若干名 8 若干名 3 

計 若干名 3 3 若干名 3 1 

数 学 科 若干名 。 若干名 1 

物 理 学 科 若干名 。 若干名 2 

化 学 科 若干名 。 若干名 1 

理 Aすと4ー与 部 生 物 学 科 若干名 1 若干名 2 

地 球 科 学 科 若干名 1 若干名 。

生 物 圏 環 境 科 学 科 若干名 1 若干名 2 

計 若干名 3 若干名 8 

電気電子シ ステム工 学 科 若干名 7 若干名 1 2 

知 能 情 報 工 学 科 若干名 9 若干名 1 2 

工 学 部 機械知能シ ステム工 学 科 若干名 8 若干名 9 

物質生命シ ステム工 学 科 若干名 8 若干名 3 

計 若干名 3 2 若干名 3 6 

lロ』 計 若干名 8 9 若干名 9 5 

【参考：国籍別志願者数】

年 度 中 国 韓 国 4口" 湾 マレイシア ヴィエトナム i口当、
計

1 5 8 0 2 2 4 1 8 9 

1 4 9 1 4 9 5 
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学位取得者

所属・ 職・ 氏 名 経済学部 教授 飯 田 剛 史

学 位 の 種 類 博士（文学）（京都大学）

取 得 年 月 日 平成14年11月25日

学 位 論 文 名 在日コリアンの宗教と祭り 一民族と宗教の社会学一

論 文 の 要旨

異動区分 発令年月日

昇 任 15. 2. I 

退 職 15. 2. 5 

職務命令 15. 2. 21 

II 

II 

本論文は在日コリアンの宗教と祭りを社会学の立場から 調査

し考察した一連の報告をまとめたものである。 在日 の日 常生活

文化が， 日本人と等質化してゆくなかで， 宗教 文化の領域は，

なお伝統的， 民族的特質が顕著に 見出される。 それらは多元的

であって， 伝統的な儒教的先祖祭記， 亙俗儀礼のほか韓国仏教，

キリスト教， 日本の諸宗教への関わりなどがあり， 民族祭もそ

こに加えられる。 これらの活動を 大阪を中心に民族集団の構

造とネットワー ク のなかに位置づけつつ， 個々の儀礼の意味や

そこに 集う人々の生き方の理解を試みた。

予め特定の方法論をたてて研究をはじめたのではなく， 調査と報告を重ねるなかで方法的模

索を進めた。 結果として集団の枠組把握に は歴史的・ 機能主義的手法を用い， 他方， 状況のな

かでの人間の創造的行為をとらえるために自己組織性の視点を用いる複眼的方法を見出した。

この研究を通して， 在日の宗教行動は単なる伝統の再現や受動的影響によるものではなく，

一つ一つが文化とアイ デ ンティティの主体的形成 革新の過程であることが明らかに なった。

在日コリアンを歴史の受動的被害者として一面的に とらえる従来の見方に 対して， 文化創造者，

生活形成者としての新たな像を提起しえたのではないかと思う。

ゆミJミ』司
氏 名 異動前の所属 官職 異 動 内 容

島崎 利治
講 師 工学部（物質生命システム工 助教授 工学部（物質生命システム工学科
学科材料工学） 材料工学）

山田 知訓 事務補佐員（経済学部） 平成 15年 2月 4日限り退職

金森 寛 教 授 理学部 学長補佐（～17. 2. 20) 

風巻 紀彦 教 授 理学部 教養教育実施機構長を免ずる

松崎 一平 教 授 人文学部 教養教育副実施機構長を免ずる

- 9 -
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��己��
人文学部長の改選

矢津英一 人文学部長の
任期が， 平成 15年3月31
日で満了することに伴い，
人文学部教授会は， 2月
19日 （ 水 ）に次期学部長
候補者選挙を行 いました。

その結果， 山口幸祐教
授が次期学部長候補者に

選出されました。 任期は，
平成 15年4月1 日 から2
年問。

山口教授は， 昭和48年3月山 形大学 人文学部を卒業 ，
同 49年3月同大学 人文学専攻科文学専攻を修了， 同 52年
3月東京都立大学大学院人文科学研究科 修士課程を修了，
同 55年3月同博士課程を単位修得退学後， 同 年4月富山
大学 人文学部講師に採用となり， 同 59年4月間助教授，
平成5 年4月同教授となり， 現在に至っています。 また，
平成 13年6月から評議員を併任されています。

専門は， 日 本近代文学， 児童文学。 文学修士 （ 東京都
立大学 ）。

-10ー

（就任にあたって ）
国立大学法 人法案が閣議決定 され， 国会に上程されよ

うとしている現在， 国立大学はか つてない 改革が必至と
いう情勢に直面しています。 一 方で， 富山大学は富山県
内国立3大学の再編 ・統合という課題を目前にし， 待っ

たなしの状況でもあります。
このような厳しい， か つ重大 な時期に大役を伸せっか

り， 果たして学部， また大学の将来に貢献できるかどう
か心もとない次第ですが 皆様方のご指導とご協力をい
ただき， 微力ではありますが少しでもお役に立てればと
思っております。

人文学部は， 昭和52 (1977） 年， 旧文理学部より分離
独立して発足し， 平成5 年には教養部の廃止に伴う学部
再編， また， その後も学部の教育研究体制の整備に力を
注いで参りました。 現在は， 規模においても専門分野の
多彩さにおいても， 全 国の人文系学部に引けを取らない
ほど充実していると思われます。

『富山大学 50 年史』にある， 学部創設 当時の精神を受
け継ぎ， 教育研究体制の整備を心懸けてきた歴史を重く
受け止めながら， その専門分野の特色を十分に発揮する
ことは勿論のこと， 今後はさらに， 新時代の中の人文系
学部として， 時代と社会の要請をどう受け止め， 教育研
究体制をどう作っていくか， 真剣に考える必 要があると
思われます。

課題は山積していますが， 構成 員が一致協力しての事
態に対処すれば， 法 人化後にも， また， 再編 ・統合後の
新大学の中 でも， 人文系学部としての役割を十分果たす
ことができると信じております。 そのための努力は惜し
まない つもりでおりますので， どうぞ宜しくお願い致し
ます。
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教育学部長の改選

塚野州一教育学部長の

任期が， 平成15年3月30

日で満了することに伴い

教育学部教授会は， 2月

12日（水） に次期学部長

候補者選挙を行いました。

その結果， 山西潤一教

授が次期学部長候補者に

選出されました。 任期は，

成15年3月3 1日から 2年

問。

山西教授は， 昭和48年3月富山大学工学部を卒業， 同

50年3月 同大学大学院工学研究科修士課程を修了， 同53

年3月大阪大学大学院基礎工学研究科博士課程を単位修

得退学， 同55年3月 同修了後， 同57年 6月富山大学教育

学部附属教育実践研究指導センター講師に採用となり，

同59年 6月 同助教授， 平成元年3月富山大学教育学部助

教授， 同4年4月 同教授となり， 現在に至っています。

また， 平成10年5月から 同14年 5月まで富山大学総合 情

報処理センター長を， 同14年 2月から評議員を併任され

ています。

専門は， 教育工学， 情報教育。 工学博士（大阪大学）。

（就任にあたって）

この1年， 教育学部は再編・ 統合のうねりの中で新し

い学部像の構築に向け学部の総力を傾けてきました。 そ

の新しい舵取りを任され 身に余る光栄であると 同時に

その重責をひしひしと感じています。

教育学部が教員養成のみの課程から， いわゆる教員養

成を主目的にしない課程を内包する最初の改編が行われ

たのは昭和63年， その後 2度の改組が行われて現在に至っ

ています。

私自身， 教員養成を主目的にしない情報教育課程に軸

足をおきながらも， 教育の情報化と相まって学校教育に

深く関わってきました。 情報技術を教えることは勿論で

すが， その技術の教育的活用について教えたり， 教え方

そのものの指導が中心です。

学校教育のみならず， 生涯学 習や企業内教育でも， 今，

この， 人に知識や技術を伝えるインス トラ ク ショナル デ

ザインが求められています。 教育学部には多様な専門分

野の教員が多数おられますが， 共通するのは， 優れた教

育技術です。

最近の日本教育大学協会会報の巻頭言で， 総合大学の

中にある教育学部は大学の教育全体を視野に収めた基幹

的な学部であるべきであり 教育のスペシャリストであ

ることが期待されているとの言葉がありましたが， 全く

同感です。 教員養成機能を有する新しい学部の骨格は作

られましたが， その肉付け作業は これからの課題です。

法人化に向けての中期目標 ・ 中期計画の策定では， 大

学 ・ 学部がいかに特色を出して， 多くの学生を集め， 有

為な人材を世に送り出していくかが期待されています。

また， 大学評価・ 学位授与機構の外部評価も行われます。

大学が今まで以上に自由に組織の編成が可能になる反面，

教育研究の質の確保に対する責任も大きいのです。

昨年， 全米の教育系大学の基準協会が実施する実地評

価に参加する機会を得ましたが， 評価を受ける大学が 2

年近くかけて準備した大量の資料を読んでの実地評価は

4日間に及んで， 研究論文もさることながら， 学生の教

育にいかに教員がエネルギーを費やしているか， 授業の

教材や課題， 教育方法の実践例などが克明にインタビュー

調査され， 教員個々の教育や研究にかける努力とその成

果が客観的に評価されていました。 この評価は大学が自

らの個性を受 験生や社会， 企業にアピールする絶好の機

会ととらえています。 我が国の大学改革もこの方向に 進

んできています。

厳しい再編統合のなかではありますが， 地域にあって

個性輝く学部の構築に， 教育学部はもとより全学の皆様

のご支援をいただき， 微力ながら努力させて頂きます。

どうぞご指導ご協力の程よろしく御願い致します。

-1 1 -
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理学部長の改選

阿部俊夫理学部長の任

期が， 平成15年3月31日

で満了することに伴い，

理学部教授会は， 2月12

日（水） に次期学部長候

補者選挙を行いました。

その結果， 平井美朗教授

が次期学部長候補者に選

出されました。 任期は，

平成15年4月1日から 2

年 問。

平井教授は， 昭和47年3月明治薬科大学薬学部を卒業，

同49年3月東 北大学大学院薬学研究科修士課程を修了，

同52年3月間博士課程を修了後， 同年4月富山医科薬科

大学に採用となり， 同54年4月 同大学薬学部 助手， 平成

3年4月富山大学理学部助教授， 同 8年4月 同教授とな

り， 現在に至っています。 また， 平成13年7月から富山

大学ベンチャー ・ ビジネス ・ ラボラトリー副ラボラトリー

長を併任されています。

専門は， 有機合成化学。 薬学博士（東 北大学）。

-12-

（就任にあたって）

平成16年度から国立大学が独立行政法人に移行し， 大

学の管理 ・ 運営システムが大幅に変わるとともに， 第三

者評価とそれに基づく運営費交付金の配分等， 競争原理

の導入が実施されます。 現在 各学部とも中期目標 ・ 中

期計画の作成に追われていることと思います。 また， 平

成17年度には県内国立3大学が再編 ・ 統合される予定で

す。

この様な状況下で， 理学部でも少子化による全入時代

到来への対応， 国際的競争力をつけるための研究 ・ 教育

水準の向上， 外部資金の獲得の拡大， 地域社会への貢献，

大学院の部局化等， 取り組まなければならない課題が山

積しています。 また， 建物も未改修部分を残しており，

不便な環境下で研究 ・ 教育に当たっておられる教員も少

なくありません。

このような重要な時期に理学部の纏め役を引き受ける

ことになりました。 上述の諸課題の一つでも多くを乗り

越えるべく微力ながら取り組んでいきたいと思っていま

す。 先生方のご支援を宜しくお願いします。
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工学部長の改選

龍山智築 工学部長の任

期が， 平成15年3月31日

で満了することに伴い，

工学部教授会は， 2月12

（水） に次 期学部長候補

者選挙を行いました。

その結果， 龍山智築学

部長が次期学部長候補者

に再選出されました。 任

期は， 平成15年4月1日

から 2年 問。

龍山教授は， 昭和41年3月静岡大学工学部を卒業， 同

43年3月 同大学大学院工学研究科修士課程を修了， 同46

年3月大阪大学大学院工学研究科博士課程を単位修得退

学後， 同年4月富山大学工学部講師に採用となり， 同47

年3月大阪大学大学院工学研究科博士課程を修了， 同年

6月富山大学工学部助教授， 同57年4月 同教授となり，

現在に至っています。 また， 平成3年 5月から 同 7年 5

月まで富山大学地域共 同研究センター長を， 同12年4月

から 同13年3月まで富山大学機器分析センター長を， 同

13年4月から富山大学工学部長を併任されています。

専門は， 薄膜物性工学。 工学博士（大阪大学）。

（就任にあたって）

国立大学の再編・統合や法人化問題などで， 富山大学

を取り巻く 情勢は刻々と変化していますが， 教育・ 研究

の質の向上に向けての継 続的な取り組みが重要です。

工学部では平成14年 1 1月に， 機械知能システム 工学科

の 「機械工学教育プログラム」 において日本技術者教育

認定機構(JABEE）の審査を受けましたが， 2月末に， そ

の認定内定の連絡を受けました ことは， 大きな喜び・ 励

みであります。 JABEE では教育の質の改善に向けての組

織的取り組みが求められます。 今後， 全学科での早期認

定を目指したいと考えています。 「学生による授業評価」

や， 「学生が選ぶザ・ ティーチャーJ制も継 続して行い，

また本年度試行した教育業績評価方法を再検討し， 教育

の改善につなげることが必要です。 さらには， 教育・ 研

究・ 社会貢献等における総合的な業績評価方法の検討が

求められています。

大学院の研究機能をさらに充実・ 高度化するために

現在， 理 工学研究科を研究部・ 教育部方式に移行させる

新しい組織を検討中です。 平成 14, 15年度の「21世紀C

0 Eプログラム」 を申請する中で， プロジェ クト研究に

日噴から取り組む必要性を痛感しました。 そのためにも，

研究部・ 教育部方式を是非実現したいものと考えていま

す。

懸案事項が山積する中で 引き 続いて重責を担うこと

になりましたが， 皆様のご協力を得て， 工学部， 富山大

学の発展に努力していく所存ですので， よろしくお願い

致します。
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国立大学の法人化に関する講演会を開催

2月14日（ 金）， 黒田講堂において， 学校法人共立女

子学園理事 の大坂紘一郎氏（元東京外国語大学事務局長）

を講師に招いて， 国立大学の法人化に関する講演会「大

学業務のアウ トソーシングを中心に私立大学の経営につ

いて一共立女子学園の場合一 」が開催され， 教職員約

100人が参加しました。

大坂氏は， 文部科学省及び学校法人共立女子学園での

経験を基に， 高等教育改革の背景， 共立女子学園の改革

の状況及び教育機関を取り巻く最近の動向について講演

され， 特に， 大学として生き残っていくための教職員の

意識改革と， 学生のニーズの的確な把握の重要性や経営

の効率を目的とした大学業務のアウトソーシングによる

効果について説明されました。

また， 講演終了後には参加者から経営効率化及び法人

化に必要な管理者の意識等についての質問があり， 有意

義な講演会となりました。

教育学部講演会を開催

2月21日（金）， 教育学部会議室において， 高知大学

教育学部長の刈谷三郎教授による学内のアカデミック ・

ハラスメントの防止及び予防を図ることを目的とした講

演会「アカデミック ・ ハラスメントにどう対応するか」

が開催され， 他学部からも多数参加しました。

講演の中で， 刈谷教授は高知大学で行っているアカデ

ミック・ ハラスメントに対する対応システムや実際の事

例における留意点・ 問題点等について説明されました。

また， 講演終了後には参加者から熱心な質問が出され，

大変貴重な講演会となりました。

-14-
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平成14年度教育学部附属養護学校教育実践研究会を開催

2月21日（ 金） に 教育学部附属養護学校に おいて， 平

成14年度教育実践研究会が開催されました。

「一人一人の教育的ニーズに応じた支援はどうあるべ

きか ～個別の指導計画・ 支援ツール・ 児童生徒を取り

巻く環境～」を主題とした今年度の研究会に は， 県内外

から大学教官及び知的障害児施設関係者等約300人が参

加し， 小学部， 中等部及び高等部の公開授業， ポスター

等に よる研究紹介及び講演等を通じて， 生徒一人一人の

必要に応じた教育支援法を探りました。 このうちポスター

発表では， 同校教官や社会福祉法人の職員等が卒業生の

進路先との連携支援など10のテーマをポスターにまとめ，

担当者がその前で活動成果等を報告しました。

また， 「子どもが分かつて動ける授業づくり ～主体

的な参加を促す環境的配慮を中心に ～」 と題した上越教

育大学の藤原義博教授の特別講演も開催され， 大勢の参

加者が熱心に 聴講しました。

卒業記念書展で活動の集大成を発表

本学書道部の卒業記念書展が 2月27日（木） から3月

7日（金） まで富山県教育記念館に おいて開催され， 3 

人の4年生を含む部員16人の学生が1年間の集大成を発

表しました。

作品は中国の古典を題材にして， 楢書， 隷書， 草書及

び行書などの書体で漢字を表現し， 優しい筆遣いのもの

や力強い筆運びのものなど様々で， それぞれの個性を感

じさせました。 また， 万葉集の 和歌を書き， かな文字独

特の流れるような美しさを表現した作品もあり， 来館者

はじっくりと鑑賞しました。

教育学部附属幼稚園で教育講演会を開催

2月28日（ 金） に 教育学部附属幼稚園に おいて， 教育

講演会が開催され， 作家の志茂田景樹氏が「読み聞かせ

をもとに したコミュニケーションづくりJと題して講演

しました。

同氏は講演の中で， 親子を対象とした素直な心や夢を

持つことの大切さを伝える自作の 2種類の絵本に ついて

スライドを上映しながら読み聞かせを行い， 親が子に対

して読み聞かせをすることの大切さを訴えました。

同氏は， 平成12年10月の福岡市をはじめとして， これ

まで全国450ヶ所以上で講演されており， 附属幼稚園会

場に は， 大勢の父兄等が出席しました。
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退官記念最終講義の実施

本年3月末をもって退官される教授の最終講義が教育学部で行われ， 多数の学生， 教職員， O Bが出席し， 終始熱

心に聴講しました。

ム教育学部 奥村 義男 教授

日 時 2月18日（火） 13: 30～ 

場 所 教育学部一番教室

題 目 社会学研究の歩みーその魅力と課題

-16 -

ム教育学部 安藤 修平 教授

日 時 2月22日（土） 14: 30～ 

場 所 黒田講堂会議室

題 目 全ての子どもに「言葉の力Jを
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@®®®@ 
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡航先国 目 的 期 間

15. 2. 7 
外 国 出張 工 学 部 助教授 松田 健二 ア メ リ カ合衆国 情報交換及び資料収集

15. 2. 18 
15. 2. 7 

工 学 部 教 授 池野 進 ア メ リ カ合衆国 情報交換及び資料収集
15. 2. 18 
15. 2. 7 

総 務 部 事務 官 新田三智也 ア メ リ カ合衆国 情報交換及び資料収集
15. 2. 18 
15. 2. 7 

総 務 部 事務 官 谷口之武男 ア メ リ カ合衆国 情報交換及び資料収集
15. 2. 18 
15. 2. 7 

総 務 部 事務 官 朝野 真 ア メ リ カ合衆国 情報交換及び資料収集
15. 2. 18 
15. 2. 7 

経理部 事務 官 高 森 満 ア メ リ カ合衆国 情報交換及び資料収集
15. 2. 18 
15. 2. 7 

経理 部 事務 官 伏喜 俊至 ア メ リ カ合衆国 情報交換及び資料収集
15. 2. 18 
15. 2. 7 

学 生 部 事務 官 山田 豊 ア メ リ カ合衆国 情報交換及び資料収集
15. 2. 18 

極東地域 15. 2. 17 
研究セン 教 授 今村 弘子 中 国 ネットワー ク構築のため
ター 15. 2. 2 1  

極東地域 15. 2. 26 
研究セン 助教授 堀江 典 生 ロ ン ア 研究打合せ
ター 15. 3. 6 

「極東アジア域における越境大気 15. 2. 27 
理 学 部 助教授 張 勤 中 国 汚染物質の同時連続観測」 につい

ての資料収集及び研究打合せ 15. 3. 6 

20世紀デンマー クにおける地域シ 15. 2. 28 
教育学部 助教授 山根 拓 フ時 ノ マ 一 ク

ステムの形成に関する研究 15. 12. 3 1  

カトリック生命倫理学に関する研 15. 2. 12 
海外研修 経済学部 助教授 秋葉 悦子 イ タ ア

究打合せ 15. 2. 28 

外国人 15. 2. 17 
人文学部 萎 若水 中 国 資料収集

教師 15. 3. 1 

外国人 シュミット・ 15. 2. 19 
人文学部

教師 ホー ファー
オ ー ス ト 1) ア 文献収集

15. 3. 21 

外国人 Karen 15. 2. 20 
人文学部

教師 Fedderhalt ドイツ， 連 合王国 文献収集
15. 3. 31 

総合国際深海掘削計画 (I OD P) 15. 2. 21 
理 学 部 助教授 藤 浩明 イ タ リ ア の暫定サイトサー ベイパネル（ i 

SS P） に出席・視察 15. 2. 28 

日欧科学協力事 業（共同研究） に 15. 2. 24 
工 学 部 助教授 松田 健二 スロ ベ ニア， スイス

関する研究打合せ 15. 3. 7 
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ミ』 ~ 
工学部 作井正昭教授がエネルギー管理功績者表彰を受賞

2月18日（火）， 作井正昭 工学部教授が中部経済産業

局長からエネルギー管理功績者表彰（電気部門） を受賞

されました。

これは， 同教授が多年にわたりエネルギー管理業務の

推進に努力され， エネルギー使用の合理化に貢献された

功績に対して表彰されたものです。

作井教授は工学部電気電子システム 工学科電気システ

ム 工学講座所属。 専門は電気機器， パワーエレクトロニ

ク ス。

-18 -
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司事）��
自然観察実習センター運営委員会

27日 ベンチャービジネスラボラ トリー講演会

2月3日 事務局連絡会 28日 北陸地区国立大学連合協議会（於：金沢大学）

5日 大学開放 推進懇話会 北陸地区国立大学連合学長会議（於：金沢大

6日～ 学）

7日 平成15年度21世紀C 0 Eプログラム説明会

10日 国立大学協会第3常置委員会（於：三田共 同
養 教

会議所（東京））

国立大学長・ 大学共 同利用機関長等会議（於： 2月 7日 総合科目部会

三田共 同会議所（東京）） 29日～

センタ一等連絡会 3月 2日 教養教育スキー実習

10日～

14日 学内会計監査
文 学

12日 事務局連絡会

13日 構想策定委員会 2月3日 学部法人化対応委員会

入学試験実施委員会 5日 学部教務委員会・ 教務担当者合 同会議

入学試験管理委員会 人 文科学研究科委員会

14日 評議会 教授会

国立大学の法人化に 関する講演会 7日 学部教務委員会

国立大学学生指導担当副学長会議（於：東海 教授会

大学校友会館（東京）） 13日 高岡短期大学との話合い

平成15年度大学発イノベーション創出推進会 17日 学部情報処理委員会

議及び大学知的財産本部整備事 業説明会（於： 18日 学部入学試験委員会

東京） 19日 学部教務委員会

17日 事務局連絡会 人文学部教員と学長との懇談会

北陸地区国立大学連合協議会（於：金沢大学） 教授会

18日 運営会議 21日 学部研究評価対応委員会

特別選抜入学手続き 24日 学部法人化対応委員会

19日 就職委員会 25日 平成15年度入学者選抜学力検査（前期日程）

20日 北陸S T Cサロン 27日 学部学生生活 ・ 就職指導委員会

21日 部局長会議 28日 学部予算委員会

評議会

21世紀C 0 Eプログラム対応委員会
育 学

24日 学生生活委員会

ベンチャービジネスラボラトリー幹事 会 2月 28 平成15年度附属中学校入学者第l次選考（学

25日 平成15年度入学者選抜個別学力検査（一般選 力検査）

抜（前期日程） 及び専門高校・総合学科卒業 3日 学部国際交流委員会

生選抜） 5日 予算委員会

26日 事務協議会 学部将来構想委員会

第1回富山大学産学連携 フォーラム 教育学部及び附属学校園共 同研究プロジェク

-1 9 -



平成15年3月 学

学部教務委員会ト運営委員会

6日 平成 15年度附属中学校入学者第 2次選考（抽

選）

10日 学部教務委員会

視覚障害者受入れ準備委員会

12日 平成 15年度大学院教育学研究科入学者選抜試

験（第 2次募集）

教授会

学部長候補者選挙

人事 教授会

13日 学内会計監査

14日 附属中学校評議員会

18日 奥村教授最終講義

附属幼稚園避難訓練

19日 研究科 小委員会

研究科委員会

講演会

2 1日 附属養護学校教育実践研究会

22日 安藤教授最終講義

24日 平成 15年度附属養護学校（高等部） 第 2次募

集入学者選考

25日 平成 15年度附属養護学校（高等部） 第 2次募

集合格者発表

27日 附属 小学校評議員会

附属幼稚園評議員会

｜経 済 学 部｜
2月 6日 任期制検討委員会

学部自己点検評価委員会

10日 学部教務委員会

12日 人事 教授会

研究科委員会

教授会

13日 任期制検討委員会

20日 任期制検討委員会

27日 学部国際交流委員会

任期制検討委員会

性 学 部
2月3日 学部法人化対応委員会

4日 授業終了

5日 21世紀C 0 E対応理工学委員会

報 第458号

5日～

6日 大学院理工学研究科博士前 期課程入学試験

（第 2次募集）

12日 理学部長候補者選挙

教授会

大学院理工学研究科博士前期課程理学部会

人事 教授会

大学院理工学研究科博士後期課程部会

13日 大学院理工学研究科博士前 期課程合格発表

（第 2次募集）

19日 学科長会議

学部教務委員会

2 1日 学部教務委員会（ 持ち回り）

24日 学部施設委員会

27日 学部予算委員会

〕恥」学
2月 5日 21世紀C 0 E対応理工学委員会

7日 工学部任期制検討委員会

10日 学部教務委員会

12日 教授会

専任教授会

理工学研究科博士前期課程工学部会

理工学研究科博士後期課程部会（工学系）

理工学研究科博士後期課程部会

13日 21世紀C 0 E対応理工学委員会

14日 学部自己点検評価委員会

21日 工学部任期制検討委員会

25日 学部運営委員会

｜地域共同研究センター｜
2月 13日 特別講演会

21日 大学院生教育講座

講義テーマ；分散型電源について

講師；片岡直昭（富山大学客員教授， 北陸

電力（株） 技術開発研究所所長）

会場；北陸電力（株） 技術開発研究所

先端技術講演会
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｜生醐教棚tz／�－1
2月5日 富山大学大学開放 推進懇話会

24日 公開講座専門委員会

｜ 制調センター｜

品同チ

2月 10日 総合情報基盤センター設置準備に係る運営委

員会

2 1日 企画運営専門委員会

26日 総合情報基盤センター設置準備に 係る運営委

員会

28日 総合情報基盤センター設置準備に係る運営委

員会

報 第458号

2月13日 留学生センター運営委員会

26日 留学生センタ一日本語コース修了式

｜水素同目立榊研究t/1-1
2月24日 運営委員会

2月 19日 運営委員会

同酬究センター｜
2月21日 運営委員会
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ム富山県教育記念館で開催された本学書道部卒業記念書展

ム教育学部附属幼稚園で開催された志茂田景樹氏の講演会
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